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議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

議
　
長
　
　
倉
持
　
　
功

副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

副
議
長
　
　
飯
田
　
　
進

正副議長就任のあいさつ

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
町
議
会
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
こ
の
度
、
令
和
元
年
第

２
回
境
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議

長
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間

の
実
績
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
身
に

余
る
光
栄
と
存
じ
ま
す
。
同
時
に
、
そ

の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
議
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
を
十
分
認
識
し
、
公
正
か

つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
昨
年
９
月
に
は
、
町
と
議
会
で
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市

に
お
い
て
、
互
い
の
首
長
と
議
会
が
友

好
都
市
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
英
語
教
育
の
充
実
を
目
的
に
、

姉
妹
校
の
締
結
等
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
の
交
流
を
深
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
町
執
行
部
と
連
携

し
町
政
の
発
展
に
努
め
る
と
共
に
、
住

民
と
町
執
行
部
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

住
民
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
会
話
と

議
論
を
重
ね
、
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応

え
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
境
町
議

会
に
対
し
ま
し
て
格
別
な
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
令
和
元
年
第
２
回
境
町
議
会

定
例
会
に
お
き
ま
し
て
副
議
長
に
再
選

さ
れ
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ

ま
す
と
と
も
に
そ
の
任
務
と
使
命
の
重

大
さ
を
深
く
感
じ
、
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
が
著
し
い
な
か
、

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、
状

況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
地
方
自
治
体

に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
議
長

の
補
佐
役
と
し
て
常
に
誠
意
を
尽
く
し
、

公
平
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
努
め
、

皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
声
に
し
っ

か
り
と
耳
を
傾
け
、
議
会
と
し
て
十
分

な
審
議
を
重
ね
誤
り
の
な
い
結
論
を
出

し
、
し
っ
か
り
と
し
た
説
明
責
任
を
果

た
す
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前

に
行
わ
れ
る
議
会
、
そ
の
よ
う
な
議
会

運
営
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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新しい議会の構成
議　長 倉持　功 監査委員 須藤　信吉

副議長 飯田　進
総 務 建 設 農 政 常 任 委 員 会

委 員 長 斉藤　政雄

議  会 常 任 委 員 会

副 委 員 長 岩﨑　　博

委 員 木村　信一

委 員 飯田　　進

委 員 櫻井　　実

委 員 青木　輝明

教 育 福 祉 常 任 委 員 会

委 員 長 渡邊　　昇

副 委 員 長 相良　昌宏

委 員 田山　文雄

委 員 須藤　信吉

委 員 倉持　　功

委 員 鈴木　英明

議 会 運 営 委 員 会

委 員 長 青木　輝明

副 委 員 長 斉藤　政雄

委 員 須藤　信吉

委 員 相良　昌宏

委 員 岩﨑　　博

広 報 編 集 委 員 会

委 員 長 鈴木　英明

副 委 員 長 相良　昌宏

委 員 飯田　　進

委 員 青木　輝明

さしま環境管理事務組合議会議員 倉持　功 ・ 木村　信一 ・ 渡邊　昇

茨城西南地方広域市町村圏事務組合議会議員 倉持　功 ・ 斉藤　政雄

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員 飯田　進
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令和元年 第２回定例会
6月17日～6月21日（5日間の会期）

全議案・原案可決

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

境町一般会計（承認第 5 号） 125億8,100万円 4,843万8,000円 126億2,943万8,000円

境町一般会計（議案第31号） 126億2,943万8,000円 8,493万4,000円 127億1,437万2,000円

特 

別 

会 

計

境町国民健康保険事業
（議案第32号） 29億8,410万円 189万2,000円 29億8,599万2,000円

境町介護保険事業
（議案第33号） 19億8,240万円 37万8,000円 19億8,277万8,000円

境町公共下水道事業
（議案第34号） 9億6,160万円 1億1,388万4,000円 10億7,548万4,000円

補正予算

令和元年第２回定例会審議結果

人
事
案
件

報　

告

○ 

平
成
30
年
度
境
町
一
般
会
計

予
算
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

○ 

平
成
30
年
度
境
町
一
般
会
計

予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

○ 

平
成
30
年
度
境
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
○ 

境
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
ら

れ
、
即
日
原
案
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
境
町
大
字
上
小
橋

　
　
　
　
　
須
藤
　
信
吉
　
氏

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

議案第27号 境町定住促進戸建住宅の設置及び管理に関する条例の
制定について 令和元年6月21日 原案可決

議案第28号 境町税条例等の一部を改正する条例案について 令和元年6月21日 原案可決

議案第29号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例案に
ついて 令和元年6月21日 原案可決

議案第30号 境町介護保険条例の一部を改正する条例案について 令和元年6月21日 原案可決

議案第35号 工事請負契約の締結について 令和元年6月21日 即日
原案可決
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議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

Q  

早
期
発
見
や
早
期
対
応
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
は
、
障
が
い
児
だ
け
で
な

く
そ
の
親
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
当
町
の
取
組
に
つ
い
て
。

A  

県
内
の
参
考
自
治
体
が
少
な
い
中
、

引
き
続
き
保
護
者
に
と
っ
て
利
用
し
や

す
く
個
々
の
児
童
に
寄
り
添
え
る
セ
ン

タ
ー
機
能
を
探
っ
て
い
く
。
社
会
福
祉

課
に
お
い
て
は
、
障
が
い
者
等
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
窓
口
と
し
て
町
民
の
方
へ
各

種
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
・
提
供
を
実
施
す

る
と
と
も
に
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
に
よ
る
相
談
体
制
を
整
え
な
が

ら
保
護
者
の
悩
み
に
寄
り
添
い
各
種
相

談
に
応
じ
て
い
る
。　
　

（
福
祉
部
長
）

一 般 質 問一 般 質 問

３人の議員が登壇しました

Q  

い
じ
め
対
策
ア
プ
リ
の
導
入
で
早

期
発
見
の
た
め
に
対
応
す
る
動
き
が
、

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。
当
町
の
い

じ
め
対
策
に
つ
い
て
の
取
組
に
つ
い
て
。

A  

現
在
町
内
の
中
学
校
で
は
約
70
％
、

小
学
校
で
は
20
％
か
ら
30
％
の
児
童
生

徒
が
携
帯
電
話
、
ス
マ
ホ
を
所
持
し
て

い
る
と
い
う
状
況
を
考
慮
し
、
い
じ
め

対
策
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て
今
後
も

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

（
教
育
次
長
）

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

Q  

茨
城
県
と
し
て
も
、
糖
尿
病
の
重

症
化
や
腎
不
全
、
人
工
透
析
へ
の
移
行

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
糖

尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
た
が
、
当
町
の
取
組
に
つ
い

て
。A  

医
療
機
関
と
連
携
し
て
保
健
指
導

を
行
う
こ
と
を
猿
島
郡
医
師
会
等
へ
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

も
、
高
血
糖
の
方
の
糖
尿
病
予
防
、
糖

尿
病
に
起
因
す
る
腎
臓
病
の
予
防
、
さ

ら
に
は
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
の
予
防

１番　議席10番　田山 文雄 議員
⑴発達障がいの支援の取組について
⑵いじめ対策について
⑶ 糖尿病性腎症重症化予防の取組に

ついて
２番　議席３番　相良 昌宏 議員

⑴エコスクールについて
⑵高齢者支援について

３番　議席5番　櫻井 実 議員
⑴防災・減災対策について
⑵高齢者健康対策について
⑶ 児童の安全対策について

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ホ
ノ
ル

ル
市
と
の
友
好
都
市
協
定
締

結
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、

更
な
る
友
好
活
動
の
推
進
を

目
的
と
し
て
、
６
月
17
日
と

18
日
の
２
日
間
、
全
議
員
並

び
に
町
執
行
部
が
ア
ロ
ハ

シ
ャ
ツ
を
着
用
し
本
会
議
を

行
い
ま
し
た
。

アロハシャツでの本会議を開催

発
達
障
が
い
の
支
援
の
取
組
に
つ

い
て

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
の
取

組
に
つ
い
て
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議
席
５
番

櫻
井
　
実　

議
員

議
席
３
番

相
良
　
昌
宏　

議
員

エ
コ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

Q  

小
・
中
学
校
に
お
け
る
エ
コ
ス

ク
ー
ル
の
取
組
に
つ
い
て
。

A  

平
成
23
年
度
長
田
小
学
校
に
お
け

る
校
舎
の
改
築
時
に
エ
コ
ス
ク
ー
ル
パ

イ
ロ
ッ
ト
・
モ
デ
ル
校
の
認
定
を
受
け

て
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
各
小
・
中
学
校
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
、
校
舎
の
電
力
と
し
て
使

用
す
る
他
、
環
境
教
育
の
教
材
と
し
て

も
活
用
し
て
い
る
。
今
後
と
も
「
エ
コ

Q  

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
返
納
に

つ
い
て
。

A  

交
通
手
段
が
な
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
免
許
を
返
納
で
き
な
い
事
な
ど

か
ら
、
境
町
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

を
設
置
し
、
境
町
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
当
面
は
循

環
バ
ス
に
つ
い
て
、
10
人
乗
り
の
ワ
ゴ

ン
車
等
を
、
２
ル
ー
ト
程
度
復
活
さ
せ

る
検
討
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
レ
ー

キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
え
防
止
機

器
「
ペ
ダ
ル
の
見
張
り
番
」
等
の
購
入

時
の
補
助
金
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
免
許
の
返
納
に
関
わ
ら
ず
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

（
町
長
・
総
務
部
長
）

Q  

高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い

て
。A  

町
で
は
高
齢
者
の
支
援
と
し
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
実

施
し
て
い
る
。
町
の
生
活
圏
域
を
２
つ

に
分
け
「
え
ん
が
わ
」
と
「
つ
な
が

り
」
の
協
議
体
を
設
置
し
、
買
い
物
や

通
院
、
ゴ
ミ
出
し
と
い
っ
た
困
り
ご
と

を
地
域
の
元
気
な
高
齢
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
民
間
企
業
等
、
行
政
に
頼
ら

な
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
昨

年
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
は
「
え
ん
が
わ
」

の
２
回
と
な
っ
て
い
る
。（

福
祉
部
長
）

Q  

広
域
避
難
所
の
備
蓄
品
の
保
管
に

つ
い
て
。

A  

各
指
定
避
難
所
、
防
災
倉
庫
も
浸

水
す
る
特
性
を
踏
ま
え
備
蓄
は
最
小
限

と
し
、
令
和
４
年
ま
で
に
避
難
対
象
者

２
日
分
の
備
蓄
を
計
画
し
て
い
る
。
ま

た
、
広
域
避
難
所
２
校
に
お
い
て
未
使

用
の
空
き
教
室
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
、

10
月
26
日
の
総
合
防
災
訓
練
ま
で
に
備

蓄
し
た
い
。

　

町
と
し
て
は
、
行
政
に
全
て
を
頼
る

の
で
は
な
く
、
町
外
の
知
人
宅
に
備
蓄

品
を
用
意
す
る
等
、
各
個
人
に
お
け
る

避
難
準
備
を
推
進
し
て
い
る
。

（
町
長
・
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
腎
不
全
や

人
口
透
析
へ
の
移
行
を
防
止
し
、
一
人

一
人
が
健
康
を
保
持
し
、
疾
病
予
防
を

推
進
す
る
事
を
目
標
に
保
険
事
業
に
取

組
ん
で
い
く
。

（
福
祉
部
長
）

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
」
の
対
象
と
す
る

施
設
・
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

（
教
育
次
長
）
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境
古
河
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業　

起
工
式

議
会
活
動

　

雇
用
及
び
税
収
の
確
保
を
目
的
に
進

め
て
き
た
、
境
古
河
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
の
起
工
式
が
５
月
27

日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

Q  
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
品
と

し
て
の
取
組
に
つ
い
て
。

A  
栄
養
面
、
非
常
時
の
容
易
性
、
衛

生
面
で
も
有
効
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省

の
認
可
に
よ
り
、
国
内
で
の
製
造
販
売

が
可
能
と
な
っ
た
。
適
切
な
使
用
に
つ

い
て
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
国
際
基
準
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
液
体
ミ
ル
ク
の

理
解
を
深
め
つ
つ
一
般
の
乳
製
品
と
し

て
の
汎
用
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
給
食

セ
ン
タ
ー
で
の
活
用
を
含
め
備
蓄
を
検

討
し
て
い
る
。

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

Q  

町
内
の
各
種
避
難
所
に
「
○
○
避

難
所
」
と
表
記
し
た
看
板
の
設
置
に
つ

い
て
。

A  

町
内
に
は
、
指
定
避
難
所
12
か
所
、

福
祉
避
難
所
４
か
所
、
緊
急
時
の
一
時

避
難
所
と
し
て
３
階
建
以
上
の
民
間
施

設
な
ど
12
か
所
、
合
計
28
か
所
の
施
設

を
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
お
り
、
何

処
が
避
難
施
設
な
の
か
分
か
る
よ
う
、

先
進
事
例
を
参
考
に
看
板
の
取
付
等
を

検
討
し
て
い
る
。

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

　

他
２
項
目
の
質
問
【
Ｐ
５
参
照
】

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

議案第36号 工事請負契約の締結について 令和元年７月８日 即日
原案可決

議案第37号 工事請負契約の締結について 令和元年７月８日 即日
原案可決

議案第38号 工事請負契約の締結について 令和元年７月８日 即日
原案可決

○境町固定資産評価員の選任について議会の同意を求められ、即日原案同意されました。
　　境町
　　倉持　達弘　氏

令和元年第２回臨時会審議結果

令和元年 第２回臨時会
７月８日　全議案・即日原案可決
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６
月
25
日
に
東
京
大
学
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
「
母
子
支
援
防
災
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
〜
乳
幼
児
支
援
の
た
め
の
備
蓄
と

液
体
ミ
ル
ク
の
あ
り
方
〜
」
に
参
加
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
液
体
ミ

ル
ク
の
先
進
国
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

に
お
け
る
利
用
方
法
や
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
に
お
け
る
災
害
時
の
た
め
の
備
蓄

及
び
活
用
等
に
つ
い
て
、
登
壇
者
で
あ

る
橋
本
町
長
を
は
じ
め
小
児
科
医
等
に

よ
る
様
々
な
角
度
か
ら
の
講
演
並
び
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
本
年
３
月

９
日
に
道
の
駅
さ
か
い
「
茶
蔵
」
を
視

察
い
た
だ
い
た
、
片
山
さ
つ
き
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
を
表
敬
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
に
つ

い
て
懇
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
に
、
新
潟
県
見
附
市
の
防

災
訓
練
を
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

見
附
市
で
は
、
平
成
16
年
７
月
に
起
き

た
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
を

流
れ
る
刈
谷
田
川
が
破
堤
し
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
教
訓

に
、
平
成
17
年
か
ら
市
全
体
で
行
う
防

災
訓
練
の
実
施
時
期
を
、
６
月
の
出
水

期
直
前
に
変
更
し
、
毎
年
１
万
人
強
の

市
民
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

境
町
に
お
い
て
も
、
利
根
川
の
氾
濫

に
よ
る
大
規
模
災
害
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
議
会
で
は
今
後
も
研
修

等
に
積
極
的
に
参
加
し
見
識
を
深
め
、

境
町
全
体
の
防
災
意
識
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
ホ
ノ
ル
ル
市
と
の
友
好

都
市
協
定
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

ホ
ノ
ル
ル
市
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
『
境
町
ウ
ィ
ー
ク
』
に
参
加
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

母
子
支
援
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
並
び
に
片
山
さ
つ
き
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
表
敬
訪
問

新
潟
県
見
附
市　

行
政
研
修

ホ
ノ
ル
ル
市

境
町
ウ
ィ
ー
ク

◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

鈴
木　

英
明

　

副
委
員
長　
　

相
良　

昌
宏

　

委　
　

員　
　

飯
田　
　

進

　

委　
　

員　
　

青
木　

輝
明
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